
【成約企業】
有限会社 ＴＡＫＥ- ｉ 代表取締役

た け い やすひと

登壇者竹井靖人 氏

〔副業人材募集内容〕

【プロフェッショナル人材】

うしじま じゅんや

登壇者牛島絢也 氏

２０２６年

７月1７日
受 付 ９:３０～

セミナー 1０:００～1２:００

相談会 １３:００～1６:００

金

株式会社インディードリクルートパートナーズ
新領域開発統括部 ソーシャルリレーション推進部
ソーシャルリレーション推進２グループ
グループマネージャー

ば ば ともゆき

講師馬場 智之 氏

【場所】

ホテルレクストン鹿児島(２階)
〔鹿児島市山之口町4-20 099-222-0505〕

【参加費 無料】【セミナー】30名程度(オンライン～100名)【相談会】～10社

【日時】

セミナー
第２部

経営課題を解決する副業・兼業人材活用！！
～ プロ人材とつくる持続的な企業成長 ～

【プロフィール】

産業用発電システムのエンジニアリング会社の営業を経て、
2007年、株式会社リクルートエージェント（現 株式会社イン
ディードリクルートパートナーズ）に入社。
人材斡旋事業にて一貫して法人営業に従事し、インターネッ
トサービス領域、関西地区大手製造業領域の営業組織長を
歴任。現在は、副業マッチングサービス「サンカクふるさと副
業」のアライアンスの統括として各エリアの中小企業が抱え
る経営課題解決に従事。

主 催 /鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点（かごしま産業支援センター）
協賛/鹿児島銀行・南日本銀行・鹿児島信用金庫・鹿児島相互信用金庫・鹿児島興業信用組合・奄美大島信用金庫・奄美信用組合

◆ 相談会をＦＡＸで申し込まれる企業様は、必ず裏面もご記入いただき、両面で送信してください。

ＴＥＬ 099-219-9277
ＦＡＸ 099-219-1279
E-mail : ｐｒｏｊｉｎｚａｉ＠ｋｉsc.or.jp ※ 記入いただいた個人情報等は、本セミナーの運営及び当拠点からの情報提供のみに利用いたします。

７月１７日（金） 副業・兼業人材活用セミナー・相談会申込書

トークセッション
実際に「高度副業・兼業」人材を活用された県内企業と、
成約されたプロ人材に経験談等をお話しいただきます。

（ふりがな）

会社名 ： 参 加 者 名等 〔 セミナー( 会場・オンライン )と相談会に○をつけてください 〕

〒 -
住 所 ：
Ｔ Ｅ Ｌ ： - - F A X： - -

E - m ai l：

職
氏
名

職名 氏名

職 種：
職
氏
名

職名 氏名

・ 会場参加

・ ｵﾝﾗｲﾝ(Zoom)

製 造 業 卸 小売 業 農林水産業

建 設 業 サービス業 その他 （ ）

・ 相談会希望

・ 会場参加

・ ｵﾝﾗｲﾝ(Zoom)

・ 相談会希望

申込期限

７/ ７㊋

セミナー
第１部



◆ 下記の３項目について、必ず回答して両面ＦＡＸ願います。(０９９-２１９-１２７９)

１.企業様のホームページアドレスがあれば、ご記入ください。（無い場合は「なし」に☑）

２.企業様の事業内容について具体的にご記入ください。 職種（再掲              ）

３.関心のある項目について☑チェックしてください。〔複数項目 選択可、最重要課題は■(塗り潰し)で〕

 □ 経営企画         □ 広報/マーケティング    □ 人事

 □ Ｍ＆Ａ/事業承継       □ 情報/システム       □ 営業企画

 □ ＩＴ           □ 財務/経理         □ 広報・宣伝

 □ その他（                                      ）

□ ＨＰなし 

※ 当拠点の常勤雇用人材支援を利用された企業様も、高度副業・兼業人材活用が初めてであれば対象となります。

相談会を希望される企業様へ

申込締切

７/７(火)

プロ人拠点ＦＡＸ：０９９-２１９-１２７９
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補助上限額

５０万円

補助率

８／１０以内

副業・兼業人材活用促進事業補助金
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補助上限額

３０万円

補助率

１／２以内

地域外副業・兼業人材活用促進事業補助金
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